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◇市報は５日・２０日（１月と１０月は１日・２０日）、市議会だよりは１・４・７・１０月の最終日曜日に発行します。新聞折り込みのほか、
市の施設、市内の各駅・郵便局・ＪＡなどで配布し、小平市ホームページにも掲載しています。郵送をご希望の方は秘書広報課へ。

小平市国際交流協会
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　一年を通して花を咲かせ続けるのは苦労も多く、できる
だけ丈夫で開花期間の長いものを選んで栽培しています。
晩秋からパンジー、ビオラ、葉ぼたんを植え、立春のころ

はプリムラ類、クリスマス
ローズ、その後ゼラニュー
ムが咲きます。夏に向かっ
てマリーゴールド、インパ
チェンス、ジニアと続きま
す。庭で見かけたときは気
軽に声をかけてください。
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オープンガーデン所在地　上水本町２害１１害２５
開放日　通年（敷地外からの見学）
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市では、市の財政事情を年２回公表しています。
今回は、平成２１年度の財政状況全般についてお知らせします。 問合せ　財政課緯042（346）9504

○決算の特徴
　小平市には、一般会計のほかに５つの特別会計（国民健康保険事業、老人
保健、後期高齢者医療、介護保険事業、下水道事業）があり、歳入合計が前
年度比０．４％の増、歳出合計が前年度比３．８％の増となりました。
　代表的な会計である一般会計の決算の特徴は、歳入では、市税および国庫
支出金が減となりましたが、繰越金や市債が増となったため、前年度比３．１％
の増となりました。市債が増となった主な要因は、税収の減を新たな借り入
れで補うため、臨時財政対策債の発行を増額したことによります。
　一方、歳出では、公債費や普通建設事業費が減となりましたが、補助費等
や扶助費などが増となり、前年度比７．７％の増となりました。

説　　　　　　　　　　　明平成２１年度（平成２０年度）項　　目
財政力の強弱を示す数値（３か年平均）。１を超えるほど財源に余裕があり、普通交付税の不交付団体となります。全国では、１，７７７市町村のうち１５１市町村が不交付団体です。１．０７０（１．０７３）財政力指数
地方公共団体の財政構造の弾力性を測定する比率。おおむね７０％～８０％の間が望ましく、８０％を著しく超える団体は、財政硬直化の傾向があると考えられます。９６．７％（９６．３％）経常収支比率
一般会計等を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率。小平市の場合、１１．６８を超えると警戒ラインです。―（ ― ）実質赤字比率健

全
化
判
断
比
率

一般会計、特別会計を対象とした実質赤字の標準財政規模に対する比率。小平市の場合、１６．６８を超えると警戒ラインです。―（ ― ）連結実質赤字比率
一般会計、特別会計、一部事務組合が負担する元利償還金などの標準財政規模に対する比率（３か年平均）。２５．０％を超えると警戒ラインです。３．３％（４．０％）実質公債費比率
一般会計、特別会計、一部事務組合、土地開発公社が将来負担すべき実質的な負債の標準財政規模に対する比率。３５０．０％を超えると警戒ラインです。２．７％（６．３％）将来負担比率
下水道事業特別会計における資金不足額の事業規模に対する比率。２０．０％を超えると警戒ラインです。―（ ― ）資金不足比率

※上記標記中「－」は、黒字のため実質赤字比率、連結実質赤字比率、資金不足比率が算定されないことを表します。

表３　小平市の財政指標

○小平家・他家（２６市平均）の家計簿
　一般会計決算を家計に例えて、小平家と他家の１年間の家計簿
を作成するにあたり、人口規模をあわせてみました（表２参照）。
　小平家は収入、支出とも他家に比べると小さな額になりまし
た。その要因は、収入に見合ったコンパクトなやりくりをしてい
ることです。特に人件費（生活費）や扶助費（学費・医療費）、普
通建設事業費（家屋の増改築）などは、他家に比べ少ない額で構
成されています。
　一方、公債費（ローン返済金）は他家と同程度です。現在は高
止まりをしていますが、返済のピークは過ぎています。また、新
たな借り入れについては、返済額以上の借り入れをしないよう抑
制しているため、残高は大きく減少していく見込みです。

○小平市の財政指標
　平成２１年度の小平市の財政指標は、健全化判断比率は各指標と
も健全な数値となっていますが、経常収支比率は昨年度より悪化
しています（表３参照）。

表１　平成２１年度一般会計・特別会計５事業の決算状況

グラフ１　一般会計歳入・歳出の状況

グラフ３　基金現在高の推移

　平成２１年度末の基金残高は、平成２０年
度末に比べ１０億円減少しました。税収の
減を財政調整基金からの繰り入れで賄っ
たことなどが主な原因です。

歳出 歳入人件費
100億8,826万円
（19.0％）

扶助費
112億8,549万円（21.2％）
公債費
44億1,649万円（8.3％）

物件費
81億1,633万円（15.3％）

補助費等
94億3,096万円（17.7％）

繰出金
61億9,500万円（11.7％）

普通建設事業費
23億9,183万円（4.5％）積立金など

12億6,472万円（2.3％）

市税
294億3,632万円
（53.5％）

各種交付金・
市債（臨時財政対策債）など
66億4,487万円（12.2％）

国庫支出金
62億6,537万円（11.4％） 

都支出金　60億6,778万円（11.0％）
使用料および手数料、繰入金など
58億9,820万円（10.7％）

市債（臨時財政対策債を除く）
6億6,120万円（1.2％）
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年度19 20 21

26億

11億
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27億

23億

30億

25億
25億

112億
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12億
12億

22億
22億

27億

32億

その他市街地開発事業基金公共施設整備基金
職員退職手当基金財政調整基金金額

（円）
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40億
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120億

１年間の支出１年間の収入

他家小平家支出内容他家小平家収入内容

１０９万円９９万円人件費（生活費）３１３万円２９５万円市税（給料）

１２９万円１１３万円扶助費
（学費、医療費）４２万円３１万円各種譲与税、交付金

（諸手当）

４４万円４４万円公債費（ローン返済金）１９万円１２万円
分担金・負担金、使用
料および手数料
（アルバイト収入）

９５万円８３万円物件費
（被服費、消耗品）１５６万円１２３万円国・都支出金

（実家からの仕送り）

９２万円９４万円補助費等（自治会費）１１万円５万円財産収入（古物売払い）

１３万円１１万円積立金（貯金）３７万円４０万円繰越金（財布の中身）

６２万円６２万円繰出金（仕送り）５７８万円５０６万円稼ぎの計

７０万円２６万円普通建設事業
（家屋の増改築など）２０万円２３万円繰入金（貯蓄取り崩し）

　　　３６万円２１万円市債（ローン）

６１４万円５３２万円支　出　計６３４万円５５０万円収　入　計

表２　小平家・他家（２６市平均）の家計簿

グラフ２　市債現在高の推移

　市債残高は、ピークであった平成８年
度から約３８１億円減り、５１８億円になりま
した。市民１人当たりで見ると約２８万円
になります。

年度19 20 21

金額（円）
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13億

387億
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14億
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358億

518億549億
595億

土地開発公社

下水道事業特別会計一般会計

0
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平成21年平成21年度度

前年度比（％）歳　　出前年度比（％）歳　　入区　　　分
７．７５３１億９千万円３．１５４９億７千万円一般会計
０．２１５６億８千万円△２．１１５９億５千万円国民健康保険事業

特
別
会
計

△９６．６４千万円△９６．６４千万円老人保健
９．５２６億１千万円６．１２６億２千万円後期高齢者医療
３．４８２億６千万円１．３８３億９千万円介護保険事業
△３．６４７億５千万円△２．６４８億２千万円下水道事業
３．８８４５億３千万円０．４８６７億９千万円合　　　計

※普通会計ベース。
※他家の数値は、２６市の総計を基に小平市の人口規模にあわせて算出しました。
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げ
高
齢
者
住
宅

（
あ
き
家
）

　

市
内
に
お
住
ま
い
の　

歳
以

６５

上
の
高
齢
者
を
対
象
に
、
小
平

市
民
間
借
上
げ
高
齢
者
住
宅

（
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
）
の
入
居
者

を
募
集
し
ま
す
。

　

民
間
借
上
げ
高
齢
者
住
宅

は
、
応
募
者
の
住
宅
困
窮
な
ど

の
事
情
を
考
慮
し
、
資
格
審
査

し
た
う
え
で
、
正
式
に
入
居
者

と
し
て
決
定
し
ま
す
。

※
シ
ル
バ
ー
ピ
ア
は
、
高
齢
者

が
安
全
で
快
適
な
日
常
生
活
を

送
れ
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
た
住

宅
で
す
。

募
集
戸
数　

３
戸
（
シ
ル
バ
ー

ピ
ア
小
川
西
）

申
込
み
で
き
る
方　

次
の
条
件

す
べ
て
に
当
て
は
ま
る
方

▽
市
内
に
３
年
以
上
住
所
を
有

す
る　

歳
以
上
（
外
国
人
登
録

６５

者
を
含
む
）

▽
所
得
が
２
百　

万
８
千
円
以

５６

下▽
現
に
同
居
す
る
親
族
が
い
な

い▽
住
宅
に
困
っ
て
い
る

※
詳
し
く
は
、
申
込
案
内
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

※
申
込
み
の
際
は
、　

円
切
手

５０

を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

申
込
書
類
配
布
・
受
付
期
間　

　

月　

日
（
水
）
ま
で
の
午
前

１０

２７

８
時　

分
～
午
後
５
時（
土
曜
・

３０

日
曜
日
を
除
く
）

配
布
場
所　

高
齢
者
福
祉
課

（
健
康
福
祉
事
務
セ
ン
タ
ー
２

階
）、
東
部
・
西
部
出
張
所
、
動

く
市
役
所

申
込
み　

受
付
期
間
中
に
、
問

合
せ
先
へ
持
参

問
合
せ　

高
齢
者
福
祉
課
緯　
０４２

（
３
４
６
）
９
６
４
２

協　

力　

東
京
都
労
働
相
談
情

報
セ
ン
タ
ー
国
分
寺
事
務
所
、

除
東
京
し
ご
と
財
団
東
京
し
ご

と
セ
ン
タ
ー
多
摩

問
合
せ　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
立
川

職
業
相
談
第
１
部
門
緯
０
４
２

（
５
２
５
）
８
６
０
７

 　

キ
ッ
チ
ン
か
ら
流
れ
た
油

は
、
下
水
道
管
の
詰
ま
り
や
悪

臭
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　

鍋
や
食
器
に
付
い
た
油
汚
れ

は
、
ふ
き
取
っ
て
か
ら
洗
う
な

ど
、
油
を
流
さ
な
い
よ
う
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

〈
東
京
都
下
水
道
局
、小
平
市
〉

  　

秋
の
火
災
予
防
運
動
に
あ
わ

油
・
断
・
快
適
下
水
道

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

こ

だ

い

ら

秋
の
防
火
コ
ン
サ
ー
ト

小
平
消
防
署

せ
、
全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー

ル
３
年
連
続
金
賞
受
賞
の
、
小

平
第
三
中
学
校
吹
奏
楽
部
が
演

奏
し
ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
木
）　

１１

１１

午
後
４
時
開
場
、
５
時
開
演

と
こ
ろ　

ル
ネ
こ
だ
い
ら
大
ホ

ー
ル

費　

用　

無
料

定　

員　

１
千
人

申
込
み　

当
日
、
会
場
へ
（
先

着
順
）

問
合
せ　

小
平
消
防
署
予
防
課

防
火
管
理
係
緯　

（
３
４
１
）

０４２

０
１
１
９

 　

小
平
市
消
防
団
で
は
、
団
員

の
消
防
技
術
向
上
を
目
指
し
、

全
９
個
分
団
で
操
法
発
表
会

（
ポ
ン
プ
車
操
法
）
を
開
催
し

ま
す
。

と　

き　
　

月　

日
（
日
）　

１０

２４

午
前
９
時
～
正
午　

荒
天
時
中

止
小
平
市
消
防
団

操
法
発
表
会

と
こ
ろ　

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ

ー※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

主　

催　

小
平
市
消
防
団

問
合
せ　

防
災
安
全
課
緯　
０４２

（
３
４
６
）
９
８
１
３

 
怯
ア
ナ
ロ
グ
放
送

　

平
成　

年
７
月　

日
の
正
午

２３

２４

に
す
べ
て
の
放
送
が
終
了
（
完

全
停
波
）
し
ま
す
。

怯
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴

す
る
に
は

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
対
応
の

受
信
機
と
Ｕ
Ｈ
Ｆ
ア
ン
テ
ナ
が

必
要
で
す
。
新
た
に
デ
ジ
タ
ル

テ
レ
ビ
を
購
入
す
る
ほ
か
、
ア

ナ
ロ
グ
テ
レ
ビ
に
地
上
デ
ジ
タ

ル
テ
レ
ビ
用
チ
ュ
ー
ナ
ー
を
取

り
付
け
る
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ

に
加
入
す
る
方
法
も
あ
り
ま

す
。

　

共
同
ア
ン
テ
ナ
施
設
で
テ
レ

テ

レ

ビ

の

ア
ナ
ロ
グ
放
送
を

終

了

ビ
を
ご
覧
の
方
は
、
施
設
改
修

が
必
要
で
す
。
改
修
工
事
は
一

定
の
時
間
を
要
し
、
ア
ナ
ロ
グ

放
送
終
了
が
近
づ
く
に
従
い
集

中
す
る
た
め
、
早
め
の
対
応
が

必
要
で
す
。
た
だ
し
、
ビ
ル
陰

な
ど
を
原
因
と
す
る
受
信
障
害

対
策
共
聴
施
設
で
テ
レ
ビ
を
ご

覧
の
方
は
、
受
信
障
害
が
解
消

さ
れ
る
場
合
に
は
自
宅
に
Ｕ
Ｈ

Ｆ
ア
ン
テ
ナ
を
設
置
す
る
こ
と

も
可
能
で
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
準
備

に
不
明
な
点
が
あ
る
場
合
は
総

務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ
ン

タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ
）
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
政
府
は
エ
コ
ポ
イ
ン

ト
に
よ
る
デ
ジ
タ
ル
テ
レ
ビ
の

購
入
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

エ
コ
ポ
イ
ン
ト
は
ア
ン
テ
ナ
工

事
に
も
利
用
で
き
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
な
ど
で
地
上

デ
ジ
タ
ル
放
送
に
対
応
で
き
な

い
世
帯
（
非
課
税
の
障
が
い
者

世
帯
な
ど
）
へ
は
、
簡
易
チ
ュ

ー
ナ
ー
の
無
償
給
付
な
ど
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
し
く

は
総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー
ナ
ー

支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

怯
Ｂ
Ｓ
ア
ナ
ロ
グ
放
送

　

平
成　

年
７
月　

日
ま
で
に

２３

２４

終
了
し
ま
す
の
で
、
Ｂ
Ｓ
デ
ジ

タ
ル
放
送
へ
移
行
を
お
願
い
し

ま
す
。

問
合
せ　

▽
一
般
的
な
内
容　

総
務
省
テ
レ
ビ
受
信
者
支
援
セ

ン
タ
ー
（
デ
ジ
サ
ポ
東
京
西
）

緯
０
４
２（
７
１
６
）２
５
２
５

▽
チ
ュ
ー
ナ
ー
支
援
に
関
す
る

こ
と　

総
務
省
地
デ
ジ
チ
ュ
ー

ナ
ー
支
援
実
施
セ
ン
タ
ー
緯
０

５
７
０
（
０
３
３
８
４
０
）

費　…費用　内　…内容
表　…表彰

問合せ費用・対象・内容ほかところと　　　　き名称（企画・運営）

川上
☎０４２（４５９）５６７８

費 無料
内 一般公募、小・中学
生、高校生の公募お
よび会員の作品展示

ルネこだいら
展示室

１０月２８日（木）～３１日（日）
午前１０時～午後５時
（２８日は午後１時から、
３１日は午後３時まで）

書道展
（小平市書道連盟）

冨士野
☎０４２（３２４）３３２８

費 無料
中央公民館
ギャラリー

盆栽展…１０月２９日（金）～
３１日（日）
午前９時～午後５時
（３１日は午後４時まで）

盆栽講習会…１０月３０日
（土）
午後１時３０分～３時３０分

盆栽展と盆栽講習会
（日本盆栽協会小平支部）

花柳
☎０４２（３４２）０５７３

費 無料
内 廓八景　ほか１５曲

ルネこだいら
大ホール

１１月７日（日）
午後０時３０分開場、１時
開演
（２４日は午後４時まで）

小平市日本舞踊の会
（小平市日本舞踊連盟）

佐藤
☎０４２（４６１）９０５４

費 無料
内 会員、市民参加に
よる合奏・合唱

ルネこだいら
中ホール

１１月７日（日）
午前９時開場、９時３０分
開演

民謡の祭典
（小平市棒打ち唄保存会）

坂本
☎０４２（３４３）１５７９

費 茶会…１席２百
円、いけ花展…無料

茶会…中央公民
館ロビー、地下
和室

いけ花展…中央
公民館１階ギャ
ラリー、２階ホ
ール、学習室１
～３

茶会…１１月６日（土）・
７日（日）
午前１０時～午後３時

いけ花展…１１月６日
（土）・７日（日）
午前１０時～午後５時
（７日は午後４時まで）

茶会、いけ花展
（小平市茶道華道友の会）

國友
☎０４２（３４１）９４０６

費 無料
表 １１月１２日（金）午
後２時～３時、ルネ
こだいら会議室（市長
賞など）
※作品受付は１１月８
日（月）の午前１０時か
ら正午まで。

ルネこだいら
展示室

１１月１０日（水）～１４日（日）
午前１０時～午後５時
（１４日は午後４時まで）

写真展
（小平市写真連盟）

清家
☎０４２（３４７）０６０６

費 無料
中央公民館
２階ホール

１１月１４日（日）
午後１時開場、１時３０分
開演

第１４回　マジック大会
（小平市マジック連合会）

小川
☎０４２（３４１）１４５６

費 無料
ルネこだいら
中ホール

１１月１４日（日）
午後１時～５時

こと・三絃・尺八
三曲演奏会
（小平市三曲協会）

床井
☎０９０（３５２３）
９１１９

費 無料
内 紙芝居全１５作品の
上演
※子どもから大人ま
で楽しめます。

中央公民館
視聴覚室

１１月１４日（日）
午前１０時３０分～午後０時
２０分（午前１０時開場）、
午後２時～３時４０分（午
後１時３０分開場）

第２回　秋の祭典
（小平紙芝居サークル・
ともしび）

※詳しくは、公民館、図書館、地域センター、ルネこだいらなどに配布してあるパンフレットをご覧ください。

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４４８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８８４８回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回回 市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市市 民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民民 文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文文 化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化化回市民文化 祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭祭

入

居

者

募

集

●緊急雇用創出事業・ふるさと雇用再生
特別基金事業の実施

●市民活動支援事業の推進
●あかしあ通りグリーンロード化に伴う
用水路親水整備事業の実施

●公共施設太陽光発電装置設置
●子どもつどいの広場事業の拡充
●ヒブワクチンおよび肺炎球菌ワクチン
接種の実施

●女性特有のがん検診推進事業の実施
●妊産婦健康診査の充実
●義務教育就学児医療費助成の拡充
●保育園・幼稚園巡回発達相談の実施

●認知症高齢者グループホーム防火対策緊
急整備支援事業の実施

●八小・鈴木小・上宿小・上水中の耐震補
強の実施

●学校情報通信技術環境の整備（地上デジ
タルテレビおよびパソコンの整備など）

●新子どもキャンプ場の整備
●鉄道駅と駅周辺のバリアフリー化
●市内公共交通の充実
●小学校給食地場産農作物利用促進事業の
実施

●プレミアム商品券の発行
●事業仕分けの実施
●コンビニ収納システムの導入

平成２１年度の主な事業

新子どもキャンプ場

子どもつどいの広場の様子

3
3

3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3
3

飼

い

犬

の

し
つ
け
方
教
室


